
令和７年５月定例会　滑川市教育委員会会議録 

 

１　開 催 日 時　　令和７年５月26日(月) 午後２時00分～ 

２　開 催 場 所　　東別館３階 中会議室 

３　委 員 の 定 数　　５名 

４　委員の現在数　　５名 

５　出席委員等氏名　　金谷潤子　道音博昭　平田均　水口明博　上田良美 

６　欠席委員等氏名　　なし 

７　説明のため出席　　事務局長　　　　　　　　　　高倉晋二 

した者の職氏名　　教育総務課長　　　　　　　　山谷大有 

　　　　　　　　　　　　子育て応援課長　　　　　　　林　昌枝 

　　　　　　　　　　　　生涯学習・スポーツ課主幹　　黒田聡彦 

　　　　　　　　　　　　教育センター所長　　　　　　此川美奈代 

　　　　　　　　　　　　教育総務課長補佐　　　　　　鏑木知子 

　　　　　　　　　　　　教育総務課係長　　　　　　　蜷川博之 

 

　８　会議に付した事項 

　　　日程第１　前回会議録の承認について 

 

　　　日程第２　教育長の報告 

 

　　　日程第３　議決事項 

　　　　・議案第18号　令和７年度滑川市一般会計補正予算（第１号） 

　　　　・議案第19号　滑川市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

 

　　　日程第４　審議事項 

　　　　・令和８年度　滑川市の重点事業要望 

 

　　　日程第５　報告事項 

　　　　・指定学校の変更、区域外就学について 

　　　　・社会教育委員の委嘱について 

　　　　・令和７年度（令和６年度分）事務の点検及び評価に向けた日程について 

 

　　　日程第６　その他 

　　　　・各課より 

　　　　・６月の行事予定 

 

 



９　会議の要旨 
 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

黒田主幹 

林課長 

 

上田教育長 

 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

 

林課長 

 

 

上田教育長 

 

それでは、ただいまから５月定例会を開会する。 

 

日程第１　前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、これ

についてご意見、ご質疑等はないか。 

 

（異議なし） 

 

異議がないので、前回会議録は承認されたものとする。 

続いて、日程第２　教育長の報告をする。 

 

（業務経過等について資料に基づき報告） 

 

ただいまの教育長報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（なし） 

 

続いて、日程第３　議決事項について説明願う。 

 

【 議案第18号　令和７年度滑川市一般会計補正予算（第１号）についての説

明 】 

 

議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第18号について

承認することに異議はないか。 

 

他にご意見、ご質疑等があれば。 

 

（なし） 

 

賛成全員で議案第18号は原案のとおり承認された。 

では、次の議案について説明願う。 

 

【 議案第19号　滑川市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正

する条例の制定についての説明 】 

 

議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第19号について

承認することに異議はないか。 



 
 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

 

高倉局長 

 

上田教育長 

 

道音委員 

 

 

 

高倉局長 

 

 

 

水口委員 

 

 

 

山谷課長 

 

 

高倉局長 

 

 

 

山谷課長 

 

 

 

 

 

他にご意見、ご質疑等があれば。 

 

（なし） 

 

賛成全員で議案第19号は原案のとおり承認された。 

続いて、日程第４　審議事項に移る。 

 

（令和８年度　滑川市の重点事業要望について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

第２子に対する保育料の無償化については滑川市は全国的に見て先行している

と思うが、滑川市が取り組んできた実績をデータとして示して国や県に要望し

たらよいと思う。 

 

内部で検討したいと思う。滑川市の出生数については微減、子どもの数につい

ては横ばいもしくは微減となっている。他市よりも子どもの人数の減少の幅は

なだらかである。 

 

タブレット端末の無償化についてのみ要望するのか。資料に「高校生は今年

度、学習者用端末を自費で購入」とあるが、高校生の教科書については無償な

のか。 

 

高校生の教科書については、無償化の対象とはならず、各自、自費で購入して

いる。 

 

高校生については、今年度からタブレット端末を自費で購入することとなっ

た。やがて、小・中学生も自費でタブレット端末を購入しなければならなくな

ることを危惧したため、要望するものである。 

 

今年度、「滑川市高校生等学校生活支援給付金支給事業」として、新高校１年

生のタブレット端末の購入に要する費用について、予算を計上している。高校

生１人につき１万円を支給し、新高校１年生にはさらにタブレット端末等の購

入に要する費用として、１万円を上乗せして支給することとしている。 

 



 
金谷教育長職

務代理者 

 

鏑木課長補佐 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

高倉局長 

 

平田委員 

 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

山谷課長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

黒田主幹 

 

上田教育長 

 

 

 

先日の学童体育大会で、体格の良い児童を何人か目にしたが、養護教諭や栄養

士等による指導はどのようにされているのか。 

 

肥満傾向の児童生徒については、内科検診の結果等を踏まえて、養護教諭が医

療機関への受診を勧めたり、保健指導を実施したりしている。 

 

令和７年２月に自民党、公明党、日本維新の会の３党により、小学校を念頭に

した学校給食費の無償化について合意がなされたと思う。これは正式に決定し

たわけではないので、学校給食費の無償化について引き続き国や県に要望する

のか。 

 

その通りである。 

 

小学校だけではなく、中学校についても学校給食費の無償化が進めばよいと思

う。 

 

他に何かご意見、ご質問等があれば。 

 

（なし） 

 

続いて、日程第５　報告事項に移る。 

 

（指定学校の変更、区域外就学について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

（社会教育委員の委嘱について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 



 
上田教育長 

 

蜷川係長 

 

上田教育長 

 

水口委員 

 

蜷川係長 

 

 

水口委員 

 

蜷川係長 

 

上田教育長 

 

山谷課長 

 

 

 

 

此川教育セン

ター所長 

 

黒田主幹 

 

 

 

 

 

上田教育長 

 

金谷教育長職

務代理者 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

（令和７年度（令和６年度分）事務の点検及び評価に向けた日程について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

「事務の点検及び評価」とはどのような内容か。 

 

教育委員会事務局において所管している事業の執行状況について、点検及び評

価を行うものである。 

 

評価委員については、どのような方が委嘱されているのか。 

 

例えば、元学校長といったような学識経験者を３名を委嘱している。 

 

それでは、日程第６　その他について各課から説明願う。 

 

（修学旅行について） 

（学童体育大会について） 

（令和７年度　学校訪問研修日程一覧について） 

（ふるさと米づくり事業（田んぼの楽校）について） 

 

（令和７年度全国学力・学習状況調査の概要について） 

 

 

（ホタル観賞のつどいについて） 

（親子で楽しむ素晴らしい音楽の世界2025について） 

（第43回滑川市吹奏楽祭　光のコンサートについて） 

（なめりかわ未来学校プレ企画３、２について） 

（滑川市立博物館だよりについて） 

 

何かご意見、ご質問はないか。 

 

全国学力・学習状況調査について、中学校の理科の実施日はそれぞれ別の日だ

ったのか。 

 



 
山谷課長 

 

 

 

金谷教育長職

務代理者 

 

山谷課長 

 

平田委員 

 

山谷課長 

 

金谷教育長職

務代理者 

 

山谷課長 

 

平田委員 

 

山谷課長 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

山谷課長 

 

上田教育長 

 

 

 

 

 

理科についてはオンラインの動画を視聴して回答する問題があり、両校の生徒

が一斉に実施した場合はサーバーに負荷がかかるため、複数の日に分けて実施

した。 

 

各日、同じ問題を解いたのか。 

 

 

それぞれの日で、別の問題を解いている。 

 

オンライン調査で何か問題等は発生しなかったのか。 

 

何も問題は発生しなかった。 

 

ふるさと米づくり事業については、昨年度と同じ場所で実施するのか。 

 

 

その通りである。 

 

今日の資料にはないが、チーム担任制を導入した理由を教えてほしい。 

 

生徒指導上の問題が多様化・複雑化してきており、担任だけでは対応が遅くな

ることがある。そのため、多くの教職員の目で子どもたちを見ることで、生徒

指導上の問題への対応を早くするねらいがある。また、教職員が色々な時間帯

に担任をもつことで、働き方が多様となる。例えば、短時間勤務の教職員であ

っても担任をもつことができる。 

 

市内の全小中学校で実施しているのか。 

 

その通りである。 

 

各学校に対しては、令和５年度末に、令和７年度当初からチーム担任制に取り

組んでほしいと依頼し、令和６年度は各学校で試行的に実施した。導入には

様々な理由があるが、例えば学年に複数のクラスがある場合、学級運営がうま

くいっているクラスといっていないクラスとで不公平感が生じていることが挙

げられる。また、学級運営がうまくいかないため、辞めたいという教職員もい

る。そのような現場の状況も踏まえ、同じ学年の子どもについては教職員みん



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

上田教育長 

 

蜷川係長 

 

 

 

上田教育長

なで育てていこうということで導入することとした。 

小学校において、単級の学校では複数の学年でチームを組むなど、各学校で工

夫してチーム担任制を実施している。中学校ではローテーション道徳を採用し

ており、教職員の教材研究の時間の短縮や同学年の生徒全員の理解度が把握で

きるというメリットがある。また、学年の児童生徒を複数の目でみるため、指

導がうまくいくということがある。子どもの側からすると、担任には話しづら

いことであっても隣のクラスの先生になら話しやすいといったことがあり、悩

み相談や生徒指導がしやすくなるというメリットもある。 

 

保護者の協力を得ながら実施し、定期的に小・中学校の進捗状況について把握

してほしいと思う。 

 

最後に６月の行事予定について説明願う。 

 

（６月行事予定について説明） 

 

（次回の定例会の開催を６月19日（木）10時00分に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会５月定例会を閉会する。 

 

 


